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ABSTRACT 
   The Complexity of religion in Faust has been clarified by the multi-resolution analysis of 
wavelets.  The Author, Johann Wolfgang von Goethe expressed his broader aspects to the 
religion in Maximen und Reflexionen. The aspects for analysis has employed following three 
elements; pantheism as a natural scientist, polytheist as a poet, and monotheist as a moralist. 
The wavelets analysis has visualized his religious elements fluctuation in Faust. The main 
element is the monotheist as moralist.  The diversity in Goethe's religion consists on the sense of 
balance for harmony.  Furthermore, it is evident the element of pantheism as natural scientist is 
a main plot of this work. 
Keywords: Faust, Multi-Resolution Analysis, Wavelet Transform  

１．緒論   

ドイツの作家ゲーテ (Johann Wolfgang von Goethe, 
1749~1832)は人生の諸段階において宗教的信条を述べている
が，時と状況に応じて変化する発言はさまざまな疑惑を生むこ

ととなった．しかし，ゲーテの宗教観がどのように変動してい

るかを検証したものはない．そこで，本稿ではウェーブレット

多重解像度解析を用いて戯曲『ファウスト』に見られるゲーテ

の宗教観のゆれを検証する． 
『ファウスト』(1774~1831)はゲーテの青春時代から60年の
歳月をかけて，完成させたライフワークというべき作品で，生

涯の全思想と体験が織り込まれている．特に自然研究の成果は

いろいろな形で取り入れられている．また，ゲーテの宗教的思

想が最もまとめて述べられ，表れている作品の一つ 1）であると

指摘されている．題材となった主人公ファウストは 16 世紀の
南西ドイツに実在した人文学者だったが，悪魔と手を結んで魔

術に専念したという伝説ができ，民衆本となってヨーロッパ全

土に知られることとなった．ゲーテがファウストという人物を

知ったのは当時民間に流布していた通俗本と人形芝居を通じて

である．この作品は知識と行動の限りない意欲を持つファウス

トが世界を遍歴する物語である．閉鎖的で重い第一部と開放的

で軽快な第二部からなり，第一部の主要部分は学者ファウスト

の悲劇とグレートヒェン悲劇の二つからなり，第二部は人物や

事件も複雑であるが，作品全体の構想のもとに成り立っており，                                       

ヘレナ悲劇がグレートヒェン悲劇と対をなしている．ゲーテ自

身は第一部を酷評し，第二部には満足していた． 
ゲーテは才能に恵まれ，文学作品を書く一方，若い時から自

然研究を続けた．また，ワイマール公国では政治の実務に携わ

った．宗教に関する発言も多く，ゲーテのキリスト教に対する

関係についての研究も神学思想の歴史との関連 2）のうちに生ま

れている．宗教に対してゲーテは自由な立場をとっていた．そ

のため一神論者としての篤信のキリスト教徒から異端視された．

ゲーテに対する宗教的非難は，彼が「神を自然のうちに，自然

を神のうちに見る」汎神論的立場を固持したことによる．ゲー

テは無神論者ではなく，汎神論的な有神論というべき立場をと

るが，これは自然探求者としてのゲーテにとっては捨てること

のできない，自然との感応から獲得された根源的な立場 3）であ

った．一方，詩と信仰がゲーテの内面生活のなかで両立しえず，

詩人としての使命にしたがうために決定的な信仰をもちえなか

ったことはゲーテの宗教性と文学性を理解するためにきわめて

重要なこと 4）である． 
ゲーテの宗教に対する考え方は『箴言と省察』(Maximen und 

Reflexionen)5）の「宗教とキリスト教」において知ることがで
きる．「わたしたちは，自然探求者としては汎神論者，詩人とし

ては多神論者，道徳家としては一神論者である」との考え方に

対しティーリケ 2）は視点の差異に基づいて相補的な関係ととら

えその限りにおいて寛容が得られると述べている．  
『ファウスト』の特徴の一つに多様な登場人物が挙げられる．



 

 

伝説，神話，聖書に登場する人物のほか、あらゆる階層の人物

が登場し，宗教を異にしている．本稿ではゲーテが『箴言と省

察』で述べている宗教に対する考え方をもとに文学的要素も考

慮し，ゲーテの宗教の多様性において，どの要素が支配的であ

るか，また，それぞれの要素のゆれがどのようになっているか

ウェーブレット多重解像度解析を用いて考察する． 
 
２．解析方法 

２.1 解析対象 

 『ファウスト』には３つのプロローグおよび第一部と第二部

からなる12111行の作品6）であり，その全体を解析対象とした．

プロローグは３場面，第一部は25場面，第二部は26場面で，全
54場面に分けられる． 
 高橋義孝7）は『ファウスト』に第１部に第1段階，第2段階，
第2部に第3段階，第4段階の4つの段階を認めている． 
第1部の第1段階では学問研究によって宇宙を支配する原理
をきわめようとするファウストがその無力に失望し悪魔メフィ

ストフェーレスと出会う．メフィストフェーレスはファウスト

に官能的享楽をきわめて世界のすべてを体験させる代わりに，

ファウストが瞬間にむかって「とどまれ，おまえは余りに美し

い」といったら，魂をメフィストのものにするという「賭け」

をする．ファウストは魔法で若返って恋をしたが，グレートヒ

ェンの悲劇として終わり，満足を得ることができなかった． 
2 段階では敬虔なクリスチャンである町娘グレートヒェンは
ファウストへの愛ゆえに，その母や兄の死をまねき，不義の子

を殺し，発狂したまま牢獄にとらわれる．ファウストの救いを

拒んで罪を悔い，天から救われる． 
第2部第3段階ではファウストはメフィストフェーレスによ
って皇帝の宮廷に連れられ，そこからさらに「古典的ワルプル

ギスの夜」に誘われる．美を追求することで生きる意義を把握

しようとし，美女ヘレナを冥府から呼び覚ます．彼女と結婚し，

子供をもうけるが，その子オイフォリオンの死とともに，ヘレ

ナも死者の国に還ってしまう． 
第4段階ではファウストはメフィストフェーレスの助けをか
りて皇帝のために力をつくし，報奨として海辺の土地を得，干

拓事業にとりかかる．ここで「自由な民とともに自由な土地」

に立ちたいと願ったが，事業の際，無辜の人を殺害する．憂い

の霊に吹きかけられた息で盲目になるが，人類のため社会のた

めに働く幸福を予感した瞬間，「賭け」に負けて死ぬがメフィス

トフェーレスの手に落ちない．昔グレートヒェンと呼ばれた少

女の霊が聖母に恩寵を乞い，ファウストは救済される． 
 ２.２ キーワードの選択と方法 
１） 作品の構成を継時的に考察するために登場人物を「自然探

求者・汎神論者」「詩人・多神論者」「道徳家・一神論者」

を要素に選び，場面ごとの登場頻度を調べる．Table 1, 2
は要素を示す．  

２） 得られたデータに離散値系ウェーブレット変換の多重解

像度解析を適用する． 
Table 1 Selected Element. 

 

要素 事例 
第1要素 

「自然探求者・汎神論者」

キリスト教に対立する考えを

持つ人物・科学者等 
第2要素 

「詩人・多神論者」 
芸術家や芸術に関わる人物・神

話や伝説に登場する人物等 
第3要素 

「道徳家・一神論者」 
キリスト教に関わる人物で，聖

書に登場する人物や敬虔なク

リスチャン等 
 

Table 2 Examples of element. 
 

要素 事例 
第1要素 

「自然探求者・汎神論者」

ファウスト・ワーグナー・ 
ホムンクルス 

第2要素 
「詩人・多神論者」 

ヘレナ・オイフォリオン・ 
アーレス 

第3要素 
「道徳家・一神論者」 

メフィストフェーレス・ 
グレートヒェン・主・天使 

２.３ 分析 

 次の手順により作品の構成を離散値系ウェーブレット多重

解像度解析 8）-9）で解析する．作品を分析するため３個のキーワ

ードを解析データ要素とする．場面毎に各要素数をカウントす

る．継続する場面での継時変化を評価するため，場面毎の３要

素の百分率 iD  は，要素数を iF とすると式(1)で与えられる． 
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作家は登場人物にいろいろな意味を持たせているために求め

たデータには重複部分がある．すなわち，対象とする物語全体

を通して抽出された百分率要素が構成するベクトルは互いに直

交していない．このため，線形空間論におけるグラムシュミッ

ト法を用いて百分率要素 iD が構成するベクトルの正規直交化
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iD は絶対値でベクトルの大きさを示し，

'
1D は直交化データ

である． iC は正規直交化された百分率要素ベクトルである．ド

ビッシーの２次基底10）-11）を用いて，離散値系ウェーブレット変

換を iC に適用すると，ウェーブレットスペクトラム iS が得ら
れる． 

　　,ii WCS =                   (3)   

式に(3)おいて，Wはウェーブレット変換行列である．場面数が
64のデータ数に対する離散値系ウェーブレット多重解像度解析
は，式(4) として与えられる． 
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式(4)で，上添え字”T”は行列の転置， ,6,5,4,3,2,1,0, =kS k
i

はウェーブレットスペクトラムを示す．Fig.1とFig.2は，それぞ
れ，横軸を場面，縦軸を百分率要素 iD とした『ファウスト』の

登場人物の解析対象データを示す．  
 

３．結果と考察 

 『ファウスト』における解析結果から，作品の主要な要素

は「道徳家・一神論者」であり，第1部と第2部の間に大きな
ゆれがあることが示された．以下，離散値系ウェーブレット多

重解像度解析による詳細な分析結果を述べる．横軸は場面の数

を示し，縦軸はキーワードの頻度の変化率を表す． 
実際のデータ数としての段落は 54 場面までであるが，解析
には２のべき乗のデータが必要であるため最後の段落に 55 か
ら 64段落をゼロデータとした 10)．また，結果はゼロを追加し

た段落を削除してある．離散値系ウェーブレット多重解像度解

析は，全体，半分,１/４,1/8…というように段階に分けて分析し，
これをレベル1，レベル2と呼ぶ．レベル1では作品全体の平
均を示す．レベル2では半分に分けた1段落から32段落の平
均と33段落から64段落の平均の変化を示す．レベル3では４
等分した１段落から16段落の平均と17段落から32段落の平
均の変化，33段落から48段落の平均と49段落から64段落の
平均の変化である．レベル4では８等分である． 
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Fig.1 Level 1 of the discrete wavelets multi-resolution 

analysis: Faust. 
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Fig.2 Level 2 of the discrete wavelets multi-resolution 

analysis: Faust. 
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Fig.3 Level 3 of the discrete waveletsmulti-resolution 

analysis: Faust. 
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Fig.4 Level 4 of the discrete wavelets multi-resolution 

analysis: Faust. 
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３.1 作品の構成要素関する解析結果  
作品の主要な要素を把握するために，ウェーブレット多重解

像度解析のレベル 1結果を参照する．Fig.1にレベル 1におけ
る解析結果を示す．「道徳家・一神論者」が作品中で最も高い割

合を示している．次いで「自然探求者・汎神論者」で「詩人・

多神論者」が一番低い割合を占めている．作品の半分弱は「道

徳家・一神論者」によって構成されている． 
Fig.2は分析対象を 2等分したレベル 2の結果を示す．前半
部と後半部の「道徳家・一神論者」には大きなゆれが見られる．

しかし，「自然探求者・汎神論者」と「詩人・多神論者」はゆれ 
が少ない 
次に分析対象を４等分したレベル3の結果をFig.3に示す．
前半部，前後半部は3要素のゆれが大きく，「詩人・多神論者」
と「道徳家・一神論者」はゆれが一致し，「自然研究者・汎神論

者」はそれに相反する傾向でゆれている．一方後前半部，後後

半部では3つの要素のゆれが一致している． 
Fig.4には分析対象を 8等分したレベル 4の結果を示す．前半
部から中間部の始めにかけてでは「詩人・多神論者」と「道徳

家・一神論者」が相反する傾向でゆれが大きい．中間部の終わ

りから後半部にかけては「自然研究者・汎神論者」と「詩人・

多神論者」のゆれが大きくなり，「道徳家・一神論者」ゆれは少

ない．しかし，後半部の終わりになると「道徳家・一神論者」

には再度大きなゆれがある．全体として一番ゆれが少ないのは

「自然研究者・汎神論者」である．ゲーテ自身が第一部に満足

できなかったのは芸術と信仰がゲーテの内面生活のなかで両立

しえない状態であり，第二部に満足したのは，自然研究家とし

ての立場を貫きつつ信仰と芸術が作品の中で手を結ぶことがで

きたためであると考えられる．第二部の最終部分で，「道徳家・

一神論者」が再び大きくゆれるのは，ゲーテが「道徳家・一神

論者」であり，信仰の中に救済を求めていたと推察される． 
４．結論 

(1) 離散値系ウェーブレット多重解像度解析を用いること
により，『ファウスト』における登場人物の三つの要素

「自然探求者・汎神論者」「詩人・多神論者」「道徳家・

一神論者」の揺れを可視化することができた． 
(2) 作品の主要な要素は「道徳家・一神論者」で，全体の半

分弱を占める．次は「自然探求者・汎神論者」で，4分
の1弱を占める．「詩人・多神論者」の占める割合は一
番少ない．登場人物においてキリスト教文化圏に生まれ

た作品であることが考察できる． 
(3) 作品の第 1部と第 2部は異なる傾向が指摘されていた

が，要素のゆれにおいても同様の傾向があることが明ら

かになった． 
(4) 第 1部と比べて第 2部のゆれは少ない．ゲーテが第 2

部に満足していたことから，3つの要素のバランスがと
れた作品を目指していた．つまり，ゲーテの宗教観にお

ける多様性がバランス感覚の上に成り立っていること

が示唆された． 
(5) 作品全体を通じて，「自然探求者・汎神論者」のゆれが

一番少ないことから，ゲーテが生涯，自然研究を続け，

その立場が揺るがなかったこと，また，第一部と第二部

が異なる傾向を持ちながらも「自然探求者・汎神論者」

によって作品全体の構想に統一感が保たれていること

が考察される． 
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